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人権に関する市民意識調査における 

委員の皆様からのご意見の反映について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料２－３ 

 市民意識調査の内容について、委員の皆様からいただいたご意見につきまして以下（色塗り部

分）のとおり整理いたしました。ありがとうございました。 
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第１部 人権に関する市民意識調査 

  

 

 

問１．あなたはさまざまな人権問題について関心がありますか。（あてはまるもの１つに○） 
 

１．とても関心がある 

２．やや関心がある 

３．どちらともいえない 

４．あまり関心がない 

５．まったく関心がない 

 

 

問２．あなたは、次のうちどの人権問題に関心がありますか。（あてはまるもの全てに○） 

 
 

１．女性（又は男女）に関する人権問題 

２．こどもに関する人権問題 

３．高齢者に関する人権問題  

４．障がいのある人に関する人権問題 

５．部落差別（同和問題）に関する人権問題 

６．外国人に関する人権問題 

７．性的少数者（性的マイノリティ）に関する人権問題 

８．水俣病に関する人権問題 

９．ハンセン病回復者とその家族に関する人権問題 

10．エイズ患者やＨＩＶ（エイズウイルス）感染者に関する人権問題 

11．刑を終えた出所者等に関する人権問題 

12．犯罪被害者等に関する人権問題 

13．インターネットに関する人権問題 

14．アイヌの人々に関する人権問題 

15. 難病患者に関する人権問題 

16．北朝鮮当局による拉致被害者等に関する人権問題 

17．ホームレスの人々に関する人権問題 

18．震災等の災害に起因する人権問題 

19．自死遺族に関する人権問題 

20. 新型コロナウイルス感染症等の感染症に関する人権問題 

21. パワーハラスメントやセクシャルハラスメントなどのさまざまなハラスメント問題 

22．その他（具体的に：                         ） 

23．特にない 

 

問３．あなたは、自分の人権が守られていると感じますか。（あてはまるもの１つに○） 

 
 

１．とても感じる 

２．やや感じる 

３．どちらともいえない 

４．あまり感じない 

５．全く感じない 

人権全般についてお尋ねします 
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問４-１．あなたは、この数年（概ね３～４年）の間に、自分の人権が侵害されたと思ったことがありま

すか。（あてはまるもの１つに○）  

 
 

１．ある → 問４-２へ 

２．ない → 問５-１へ 

 

問４-２．問４-１で「１．ある」と回答された方はどのような人権侵害を受けましたか。（あてはまるも

の全てに○） 
   

１．女性（又は男女）に関すること 

２．こどもに関すること 

３．高齢者に関すること  

４．障がいのある人に関すること 

５．部落差別（同和問題）に関すること 

６．外国人に関すること 

７．性的少数者（性的マイノリティ）に関すること 

８．水俣病に関すること 

９．ハンセン病回復者とその家族に関すること 

10．エイズ患者やＨＩＶ（エイズウイルス）感染者に関すること 

11．刑を終えた出所者等に関すること 

12．犯罪被害者等に関すること 

13．インターネットに関すること 

14．アイヌの人々に関すること 

15. 難病患者に関すること 

16．北朝鮮当局による拉致被害者等に関すること 

17．ホームレスの人々に関すること 

18．震災等の災害に起因すること 

19．自死遺族に関すること 

20. 新型コロナウイルス感染症等の感染症に関すること 

21. パワーハラスメントやセクシャルハラスメントなどのハラスメントに関すること 

22．その他（具体的に：                   ）                        

 

 

問５-１．もしあなたが、差別をされたり、人権を侵害されたり、人権に関して不安に感じた場合、まず

どのような対応をしますか。（あてはまるもの１つに○） 
 
１．相手に抗議する       →問６-１へ 

２．黙ってがまんする      →問６-１へ 

３．どこか（だれか）に相談する →問５-２へ 

４．その他（具体的に：                        ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「問４-２」は、当初は「問５」としておりま

したが、問４の関連の質問であるため枝番と

した方がよいのではとの委員からのご意見を

受け、「問４-１」「問４-２」としました。 
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問５-２．問５-１で「３．どこか（だれか）に相談する」と回答された方はどこに（だれに）相談しま

すか。（あてはまるもの全てに○） 
 
１．身近な人に相談する 

２．弁護士に相談する 

３．警察に相談する 

４．国の機関（法務局・人権擁護委員）に相談する 

５．県や市に相談する 

６．民生委員・児童委員に相談する 

７．その他（具体的に：                        ） 

 
 
問６-１．あなたは、この数年（概ね３～４年）の間に、他人の人権を侵害したと思ったことがあります

か。（あてはまるもの１つに○） 

 
 

１．ある → 問６-２へ 

２．ない → 問７へ 

 

問６-２．問６-１で「１．ある」と回答された方は、どのような人権を侵害したと思われますか。（あて

はまるもの全てに○） 

   
 

１．女性（又は男女）に関すること 

２．こどもに関すること 

３．高齢者に関すること  

４．障がいのある人に関すること 

５．部落差別（同和問題）に関すること 

６．外国人に関すること 

７．性的少数者（性的マイノリティ）に関すること 

８．水俣病に関すること 

９．ハンセン病回復者とその家族に関すること 

10．エイズ患者やＨＩＶ（エイズウイルス）感染者に関すること 

11．刑を終えた出所者等に関すること 

12．犯罪被害者等に関すること 

13．インターネットに関すること 

14．アイヌの人々に関すること 

15. 難病患者に関すること 

16．北朝鮮当局による拉致被害者等に関すること 

17．ホームレスの人々に関すること 

18．震災等の災害に起因すること 

19．自死遺族に関すること 

20. 新型コロナウイルス感染症等の感染症に関すること 

21. パワーハラスメントやセクシャルハラスメントなどのハラスメントに関すること 

22．その他（具体的に：                   ）            

 

 

 

 

 

問５-２の回答は当初「あてはまるもの１つに

○」としていましたが、差別や人権侵害の内

容や程度によって対応が異なるため、「あては

まるもの全てに○」とした方がよいのではな

いかとの委員会からのご意見を受け変更しま

した。 

 

「問６-２」は、当初は「問７」としておりま

したが、問６の関連の質問であるため枝番と

した方がよいのではとの委員からのご意見を

受け、「問６-１」「問６-２」としました。 
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問７．女性（又は男女）に関することで、あなたが人権上、特に問題があると思うのはどのようなこと

ですか。（あてはまるもの３つ以内に○） 

 
 

１．「男は仕事、女は家庭」といった男女の固定的な役割分担意識があること 

２．就職時の採用条件、仕事の内容、昇給昇進における男女差など、職場における男女の待遇の

ちがいがあること 

３．職場や学校などにおけるセクシュアル・ハラスメント（性的嫌がらせ）やマタニティ・ハラ

スメント（妊娠や出産、子育て中の女性に対する嫌がらせやいじめ）があること 

４．配偶者や恋人など親しい関係にある男女間の暴力（なぐる、暴言、行動を監視するなど） 

５．売春・買春（援助交際も含む） 

６．テレビ、ビデオ、雑誌、インターネットなどにわいせつ情報がたくさん出ていること 

７．その他（具体的に：                          ） 

８．特にない 

 

問８．女性（又は男女）の人権を守るために、あなたはどのようなことが必要だと思いますか。 

（あてはまるもの３つ以内に○） 

 
 

１．女性のための相談・支援体制を充実する 

２．男女が共に、自分らしいバランスで仕事、家庭、地域に関わることができる環境をつくる 

３．さまざまな意思決定や方針決定の場への女性の参画を進める 

４．女性の人権を守るための啓発広報活動などを進める 

５．男女平等などに関する教育を充実する 

６．マスコミなどが紙面、番組、広告などの内容に気をくばる 

７．女性に対する犯罪の取締りをきびしくする 

８．配偶者や恋人などに対して暴力を振るう加害者への教育・相談体制を充実する 

９．その他（具体的に：               ） 

10．特にない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

女性（又は男女）の人権についてお尋ねします 
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問９．こどもに関することで、あなたが人権上、特に問題があると思うのはどのようなことですか。 

（あてはまるもの３つ以内に○） 
 

１．仲間はずしや無視、暴力、暴言や嫌がらせなどのいじめをすること 

 

 

 

 

２．いじめをしている人やいじめられている人を見ても、見ぬふりをすること 

３．教師や保育士などがこどもをたたくなど、体罰を加えること 

４．親などがこどもに暴力を加えるなど、虐待すること 

５．大人がこどもの意見を無視したり、大人の考えを押し付けたりすること 

６．ひとつの側面だけでこどもの全てを評価してしまうこと 

７．児童買春や児童ポルノなどがあること 

８．こどもがインターネット等を通して犯罪に巻きこまれること 

９．経済的困窮により、生活や就学などに困難をきたすこと 

 

 

 

 

 

10．こどもが、本来大人がするような家事や家族の世話を強いられること（ヤングケアラー） 

11．その他（具体的に：                          ） 

12．特にない 

 

問 10．こどもの人権を守るために、あなたはどのようなことが必要だと思いますか。（あてはまるもの

３つ以内に○） 
 

１．こどものための相談・支援体制を充実する 

２．こどもの人権を守るための教育・啓発活動を進める 

３．教師の資質や能力を高める 

４．親などへの教育、相談・支援体制を充実する 

５．こどもに、自分も他人も大切であることを教える 

６．それぞれのこどもの人格を大切にする 

７．児童買春や児童ポルノなどの取締りをきびしくする 

８．インターネット利用上の情報モラルに関する教育を充実させる 

９．不適切な情報発信者に対する監視や取締りをきびしくする 

10．経済的困窮家庭への生活や就学のための経済的支援を充実する 

11．地域全体がこどもに関心が持てる環境を充実させる 

12．その他（具体的に：                         ） 

13．特にない 

こどもの人権についてお尋ねします 

※従来使用していた「子ども」の表記を「こども」に変更したことについて 

 本市では、「こども」に関する様々な課題に対し、包括的に取り組んでいくため、そして、当

事者である「こども」に対し、わかりやすく示すために、その対象が「こども基本法」におけ

る「こども」であるものについては、原則として「子ども」「子供」の表記を平仮名表記の「こ

ども」に変更することとしています（例外あり）。 

 

問９の選択肢１は、当初は「暴言」という言葉は入っておりませんでしたが、「女性の人

権」における質問の選択肢には「暴言」が含まれており、こどもの人権においても重大な

問題であるため、追加してはという委員からのご意見を受け、変更しました。 

 

問９の選択肢９は、当初は「こどもの将来がその生まれ育った環境によって左右されたり、貧

困が世代を超えて連鎖したりすること」としておりましたが、２つの内容が含まれておりわ

かりづらいのではとの委員からのご意見を受け、当課の趣旨としては経済的困窮によるこど

もの人権上の問題について尋ねる目的であったため、上記のとおり変更しました。 
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問 11．高齢者に関することで、あなたが人権上、特に問題があると思うのはどのようなことですか。                   

（あてはまるもの３つ以内に○） 

 
 

１．働ける場所や能力を発揮する機会が少ないこと 

２．振り込め詐欺や悪徳商法などの被害にあう高齢者が多いこと 

 

 

 

 

３．家庭内での看護や介護において劣悪な処遇や虐待が行われること 

４．病院や福祉施設内において劣悪な処遇や虐待が行われること 

５．高齢者をやっかいに思い、避けること 

６．高齢者の意見や行動を尊重しないこと 

７．アパートや住宅への入居が困難なこと 

８．道路の段差解消、音声案内の設置などの誰もが暮らしやすいまちづくりが十分でないこと 

９．在宅で生活する場合の支援体制が十分でないこと 

10．急速なデジタル化により高齢者の情報格差（デジタルデバイド）が進むこと 

11．その他（具体的に：                        ） 

12．特にない 

 

 

問 12．高齢者の人権を守るために、あなたはどのようなことが必要だと思いますか。（あてはまるもの

３つ以内に○）               

 
 

１．高齢者のための相談・支援体制を充実する 

２．高齢者の人権を守るための教育・啓発活動を進める 

３．高齢者が地域の支援を得て、生活しやすい環境にする 

４．高齢者に対する犯罪の取締りをきびしくする 

５．高齢者と他の世代との交流を促進する 

６．在宅サービスや福祉施設・病院を充実する 

７．交通機関や公共施設のバリアフリー・ユニバーサルデザインを促進する 

８．高齢者の情報格差（デジタルデバイド）を解消させるための対策を充実させる 

９．高齢者を地域社会が見守る体制を充実する 

10．その他（具体的に：                        ） 

11．特にない 

 

 

  

高齢者の人権についてお尋ねします 

問 11 の選択肢２は、当初は「振り込め詐欺」という言葉は入っておりませんでした

が、振り込め詐欺の被害者の多くが高齢者であり社会的な問題となっていることから、

追加してはという委員からのご意見を受け、変更しました。 

 

問 12 の選択肢９は、当初は設けていませんでしたが、地域社会に

おける見守り体制が重要であるため追加してはとの委員からのご

意見を受け、追加しました。 
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問 13．障がいのある人に関することで、あなたが人権上、特に問題があると思うのはどのようなこと

ですか。（あてはまるもの３つ以内に○） 

 
 

１．差別的な発言をすること 

２．じろじろ見たり、避けたりすること 

３．障がいのある人の意思を尊重しないこと 

４．アパートや住宅への入居が困難なこと 

５．道路の段差解消やエレベーターの設置など、暮らしやすいまちづくりが十分でないこと 

６．働ける場所や能力を発揮する機会が少ないこと 

７．学校の受け入れ体制が十分でないこと 

８．病院や福祉施設内において、劣悪な待遇や虐待が行われていること 

９．スポーツ、文化活動、地域活動に気軽に参加できないこと 

10．近隣や地域の人々とのふれあいや理解を深める機会が少ないこと 

11．盲導犬や介助犬を連れての入店や入室を断ること 

12．聴覚や視覚に障がいのある人などへ必要な情報を伝える配慮が足りないこと 

13．在宅で生活する場合の支援体制が十分でないこと 

14．結婚や出産で周囲の反対を受けること 

15．障がいのある人を弱者（弱い立場の人）と決めつけて接したり支援すること 

16．その他（具体的に：                         ） 

17．特にない 

 

 

 

問 14．障がいのある人の人権を守るために、あなたはどのようなことが必要だと思いますか。（あては

まるもの３つ以内に○） 

 
 

１．障がいのある人のための相談・支援体制を充実する 

２．障がいのある人の人権を守るための教育・啓発活動を進める 

３．在宅サービスや福祉施設・病院を充実する 

４．障がいのある人が自立して生活しやすい環境にする 

５．障がいのあるこども一人ひとりに応じた教育を行う 

６. 障がいのある人の雇用を確保する 

７．障がいのある人もない人も共に活動し交流する場の提供を行う 

８．障がいのある人が審議会などに参加し、意見を反映させる機会を増やす 

９．人権侵害があった場合に障がいのある人の権利や生活を守る制度を充実させる 

10．障がいのある人の視点に立った生活環境の整備（バリアフリー・ユニバーサルデザイン）を

促進する 

11．障がいのある人を地域社会が当たり前に受け入れる体制を作る 

12．その他（具体的に：                         ） 

13．特にない 

 

  

障がいのある人の人権についてお尋ねします 

問 13 の選択肢 15 は、当初は設けていませんでしたが、障がいのある人への

接し方について、弱者と決めつけるなど固定的な考え方にとらわれ過ぎてい

ることも問題ではないかとの委員からのご意見を受け、追加しました。 

 

問 14 の選択肢 11 は、当初は設けていませんでしたが、地域社会に

おいて障がいのある人を当たり前に受け入れる体制が重要である

ため追加してはとの委員からのご意見を受け、追加しました。 
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問 15．あなたは、日本の社会に部落差別（同和問題）という問題があることを知っていますか。（あて

はまるもの 1つに○） 
      
１．よく知っている    ⇒ 問 16へ進んでください 

２．だいたい知っている  ⇒ 問 16へ進んでください 

３．あまりよく知らない  ⇒ 問 16へ進んでください 

４．まったく知らない   ⇒ 問 19へ進んでください 

 

 

問 16．あなたが、部落差別（同和問題）について、初めて知ったきっかけは何ですか。（あてはまるも

の 1つに○） 

 

 

問 17．部落差別（同和問題）であなたが人権上、特に問題があると思うものはどのようなことです

か。（あてはまるもの３つ以内に○） 

 
 

１．結婚問題で周囲が反対すること 

２．就職の際や職場において不利な扱いをすること 

３．地域社会で不利な扱いをすること 

４．身元調査をすること 

５．差別的な発言をすること 

６．差別的な落書きをしたりインターネット上に差別的な情報をのせたりすること 

７．その他（具体的に：                         ） 

８．特にない 

 

 

 

 

 

 

 

      
１．家族（父母、祖父母等）から聞いた 

２．親戚の人から聞いた 

３．近所の人から聞いた 

４．学校の友だちから聞いた 

５．学校の授業で教わった 

６．職場の人から聞いた 

７．テレビ・ラジオ・新聞・本などで知った 

８．インターネットで知った 

９．同和問題の集会や研修で知った 

10．自治体の広報誌等で知った 

11．その他（具体的に：                         ） 

12．はっきりとおぼえていない 

部落差別（同和問題）についてお尋ねします 
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問 18．部落差別（同和問題）を解決するために、あなたはどのようなことが必要だと思いますか。（あ

てはまるもの３つ以内に○） 

 
 

１．部落差別（同和問題）に関わる人権相談などを充実する 

２．学校や地域における人権教育を進める 

３．広報紙の発行や人権講演会などで人権啓発を進める 

４．市民一人ひとりが部落差別（同和問題）について正しい理解を深めるように努力する 

５．地域社会が差別を認めない 

６．住所や出身地に関係なく人々の交流を活発にし、まちづくりを進める 

７．部落差別（同和問題）のことを口に出さないで、そっとしておく 

８．インターネット上の差別的な情報の削除対策を充実させる 

９．その他（具体的に：                         ） 

10．特にない 
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問 19．外国人が地域で生活するとき、あなたが人権上、特に問題があると思うのはどのようなことです

か。（あてはまるもの３つ以内に○） 

 
 

１．じろじろ見たり、避けたりすること 

２．外国人の意見や行動、文化を尊重しないこと 

３．差別的な発言や行為をすること 

４．アパートや住宅への入居が困難なこと 

５．外国人が働ける場所や能力を発揮する機会が少ないこと 

６．施設・道路・鉄道案内の外国語表記など、外国人にも暮らしやすいまちづくりが出来ていな

いこと 

７．外国語で対応できる行政相談窓口や病院・施設が少ないこと 

８．近隣や地域の人とのふれあいや理解を深める機会が少ないこと 

９．日本人と同様のサービス（医療、福祉、教育など）が受けられないこと 

10．その他（具体的に：                         ） 

11．特にない 

 

問 20．外国人の人権を守るために、あなたはどのようなことが必要だと思いますか。（あてはまるもの

３つ以内に○） 

 
 

１．日本人も外国人も共に暮らす市民であることの理解を深める啓発を進める 

２．外国語による情報提供を充実させる 

３．外国語による相談の場を増やす 

４．同じ体験をした、悩みを共感できる相談者がいる相談の場を作る 

５．外国人のための日本語教室を設ける 

６．外国人も、日本人と同様のサービス（医療、福祉、教育など）を受けられるようにする 

７. 外国人が暮らす地域の日本人との相互理解と交流を進める 

８．住宅への入居支援（入居の際の差別の解消） 

９．就学や就職の支援 

10．災害時の外国人への対応 

11．その他（具体的に：                         ） 

12．特にない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外国人の人権についてお尋ねします 

問 20 の選択肢７は、当初は「外国人と日本人の相互理解と交流を

進める」としておりましたが、漠然としているため具体的な表現に

変えた方がいいのではないかとの委員からのご意見を受け、変更し

ました。 
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問 21．性的少数者※（性的マイノリティ）に関することで、あなたが人権上、特に問題があると思う

のはどのようなことですか。（あてはまるもの３つ以内に○） 

   

  ※性的少数者（性的マイノリティ）・・・性的指向や性自認（性同一性）などにおいて少数の立場

にある人 

 
 

１．社会的理解が低く、性的少数者を好奇や偏見の目で見ること 

２．就職や仕事内容、待遇などで不利な立場におくこと 

３．地域社会や職場、家庭、学校などで、のけ者あつかいして孤立させてしまうこと 

４．嫌がらせをしたり蔑称で呼ぶなど、差別的な言動をしたりすること 

５．法律が不十分であったり、整備されていないこと 

６．就職や住居への入居の際などに性別について聞くこと 

７．その他（具体的に：                         ） 

８．特にない 

 

 

問 22．性的少数者（性的マイノリティ）の人権を守るために、あなたはどのようなことが必要だと思

いますか。（あてはまるもの３つ以内に○） 

 
 

１．性的少数者（性的マイノリティ）のための相談・支援体制を充実する 

２．性的少数者（性的マイノリティ）への偏見や差別をなくすための啓発活動を行う 

３．性的少数者（性的マイノリティ）に関する正しい知識について学校教育の中に取り入れる 

４．性的少数者（性的マイノリティ）に関する法整備を行う 

５．その他（具体的に：                         ） 

６．特にない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性的少数者（性的マイノリティ）の人権についてお尋ねします 

問 22 の選択肢 2、3 は、当初は「性的少数者に関する正しい理解を深めるための教育・啓

発活動を進める」の 1 つの選択肢としておりましたが、他の項目（ハンセン病や HIV）で

は、全体の啓発と学校教育における啓発は選択肢を分けており、特に思春期では LGBT⁻Q

についての悩みも多いとの委員からのご意見を受け、２つの選択肢に分けました。 
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問 23．水俣病に関することで、あなたが人権上、特に問題があると思うのはどのようなことですか。 

（あてはまるもの３つ以内に○） 

 
 

１．患者が十分に救済されていないこと 

２．水俣病は感染や遺伝すると思われたり、水俣地方特有の病気と間違われたりしたこと 

３．水俣出身ということで、就職や結婚を断られたり差別を受けたりしたこと 

４．補償金を受け取ったことで、患者が中傷やねたみを受けたこと 

５．住民間の対立が深まり、地域住民の絆が壊れてしまったこと 

６．地域の人々が水俣出身と胸をはって言えないこと 

７．その他（具体的に：                        ） 

８．特にない 

 

問 24．水俣病に関する人権を守るために、あなたはどのようなことが必要だと思いますか。（あてはま

るもの３つ以内に○） 

 
 

１．水俣病の正しい知識や情報を提供し、理解を深める 

２．水俣病の患者が、医療機関などで気軽に相談できるようにする 

３．水俣病の患者や家族と地域住民の交流を進める 

４．地域における水俣病患者の支援を充実する 

５．水俣病に関する人権教育・啓発を進める 

６．その他（具体的に：                       ） 

７．特にない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水俣病に関する人権についてお尋ねします 
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問 25．ハンセン病回復者とその家族に関することで、あなたが人権上、特に問題があると思うのはどの

ようなことですか。（あてはまるもの３つ以内に○） 

 
 

１．じろじろ見たり、避けたりすること 

２．怖い病気といった誤解があること 

３．病院での治療や入院を断ること 

４．家族や親戚からつきあいを断られること 

５．社会復帰が困難なこと 

６．差別的な発言や行為をすること 

７．アパートや住宅への入居が困難なこと 

８．旅館やホテルなどの利用において不当な扱いをすること 

９．就職の際や職場において不利な扱いをすること 

10．その他（具体的に：                         ） 

11．特にない         

 

 

問 26．ハンセン病回復者とその家族の人権を守るために、あなたはどのようなことが必要だと思います

か。（あてはまるもの３つ以内に○） 

 
 

１．医療体制やカウンセリング体制を充実する 

２．患者や元患者、その家族への偏見や差別をなくすための啓発活動を行う 

３．ハンセン病に関する正しい知識について学校教育の中に取り入れる 

４．患者や元患者、その家族を支援するため、行政・医療機関・NGO などのネットワーク化を進

める 

５．患者や元患者、その家族の生活を支援する 

６．地域との交流を促進する 

７．行政の窓口が、問題を十分に認識したうえで適切な対応をとること 

８．その他（具体的に：                         ） 

９．特にない 

  

ハンセン病回復者とその家族の人権についてお尋ねします 
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問 27．エイズ患者やＨＩＶ（エイズウイルス）感染者に関することで、あなたが人権上、特に問題があ

ると思うのはどのようなことですか。（あてはまるもの３つ以内に○） 

 
 

１．患者や感染者のプライバシーが守られないこと 

２．就職の際や職場において不利な扱いをすること 

３．病院での治療や入院を断ること 

４．患者や感染者との交際や結婚に反対すること 

５．医療機関等が本人に無断でエイズ検査をすること 

６．差別的な発言や行為をすること 

７．福祉施設への入所や在宅サービスを断ること 

８．その他（具体的に：                         ） 

９．特にない         

 

 

問 28．エイズ患者やＨＩＶ（エイズウイルス）感染者の人権を守るために、あなたはどのようなことが

必要だと思いますか。（あてはまるもの３つ以内に○） 

 
 

１．プライバシーに配慮した医療体制やカウンセリング体制を充実する 

２．エイズ患者や感染者への偏見や差別をなくすための啓発活動を行う 

３．エイズやエイズウイルスに関する正しい知識について学校教育の中に取り入れる 

４．患者や感染者を支援するために、行政・医療機関・NGO などのネットワーク化を進める 

５．患者や感染者の生活を支援する 

６．患者や感染者の医療費を援助する 

７．その他（具体的に：                         ） 

８．特にない         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エイズ患者やＨＩＶ感染者の人権についてお尋ねします 
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問 29．犯罪被害者等に関することで、あなたが人権上、特に問題があると思うのはどのようなことで

すか。（あてはまるもの３つ以内に○） 

 
 

１．犯罪行為によって、経済的な負担を強いられること 

２．事件のことで、周囲がうわさ話をすること 

３．関係機関に相談しても期待にそった支援が得られないこと 

４．捜査活動や刑事裁判によって、精神的な負担がかかること 

５．マスコミの取材や報道により、私生活の平穏やプライバシーが保てなくなること 

６．「被害者にも問題があった」などと非難すること 

７．その他（具体的に：                         ） 

８．特にない 

 

 

問 30．犯罪被害者等の人権を守るために、あなたはどのようなことが必要だと思いますか。 

（あてはまるもの３つ以内に○） 

 
 

１．犯罪被害者やその家族のための相談・支援体制を充実する 

２．犯罪被害者やその家族の人権を守るための教育・啓発活動を進める 

３．犯罪被害者やその家族のための経済的な支援を行う 

４．犯罪被害者やその家族への適切なカウンセリングを行う 

５．捜査活動や刑事裁判において、犯罪被害者やその家族に十分な気配りをする 

６．マスコミなどが犯罪被害者やその家族の人権に気配りした報道や取材を行う 

７．その他（具体的に：                         ） 

８．特にない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

犯罪被害者等の人権についてお尋ねします 
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問 31．インターネットに関することで、あなたが人権上、特に問題があると思うのはどのようなことで

すか。（あてはまるもの３つ以内に○） 

 
 

１．他人の誹謗中傷や差別的な表現など、人権を侵害する情報を掲載すること 

２．出会い系サイトなどが犯罪を引き起こす場となっていること 

３．事件の捜査対象となっている未成年者の実名や顔写真を掲載すること 

４．児童ポルノが存在すること 

５．加害者が特定できず、被害者が救済されないこと 

６．一度掲載されると拡散し、完全に消去することが困難であること 

７．法的規制が不十分であったり、違法な情報に対する監視や取締まりが十分でないこと 

８．その他（具体的に：                         ） 

９．特にない 

 

問 32．インターネット上での人権侵害を防ぐために、あなたはどのようなことが必要だと思います

か。（あてはまるもの３つ以内に○） 

 
 

１．インターネット上で人権侵害を受けた人のための相談・支援体制を充実する 

２．不適切な情報発信者に対する監視や取締りをきびしくする 

３．インターネットの利用者やプロバイダーなどに対して、個人のプライバシーや名誉について

の正しい理解を得られるよう、教育・啓発活動を進める 

４．学校教育の場で、情報モラルやインターネットを正しく使いこなすための知識や能力につい

ての教育を充実させる。 

５．情報の停止や削除など、法的規制をきびしくする 

６．その他（具体的に：                         ） 

７．特にない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インターネット上の人権についてお尋ねします 
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問 33．ホームレスの人々に関することで、あなたが人権上、特に問題があると思うのはどのようなこ

とですか。（あてはまるもの３つ以内に○） 

 
 

１．ホームレスに対する誤解や偏見があること 

２．通行人などの周囲の人が、嫌がらせをしたり暴力をふるったりすること 

３．じろじろ見たり、避けたりすること 

４．医療機関において、診察拒否などの差別的な扱いをすること 

５．就職することが難しく、経済的に自立した生活が出来ないこと 

６．アパートや住宅への入居が困難なこと 

７．入店や宿泊や施設利用を拒否すること 

８．その他（具体的に：                         ） 

９．特にない 

 

 

問 34．ホームレスの人々の人権を守るために、あなたはどのようなことが必要だと思いますか。（あて

はまるもの３つ以内に○） 

 
 

１．ホームレスのための相談・支援体制を充実する 

２．ホームレスの人権を守るための教育・啓発活動を進める 

３．雇用主に対する啓発を行い、就業機会をつくる 

４．安定した住居に住めるようにする 

５．その他（具体的に：                         ） 

６．特にない 

 

  

ホームレスの人々の人権についてお尋ねします 
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問 35．地震などの災害が起きたときに、あなたが人権上、特に問題があると思うのはどのようなこと

ですか。（あてはまるもの３つ以内に○） 

 
 

１．避難生活でプライバシーが守られないこと 

２．被災者が経済的に困難な状況におかれること 

３．高齢者や障がい者等の避難が円滑に進まないこと 

４．要配慮者（障がい者・高齢者・乳幼児・妊婦・外国人等）、子育て家庭に対して、十分な配

慮が行き届かないこと 

５．生活環境の変化に伴うストレス増加により、いさかい・虐待が起こること 

６．デマや風評などによる差別的な言動が起きること 

７．被災者をねらった犯罪が発生すること 

８．その他（具体的に：                         ） 

９．特にない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 36．新型コロナウイルス感染症等の感染症に関して、あなたが人権上、特に問題があると思うのは

どのようなことですか。（あてはまるもの３つ以内に○） 
 

１．身近な人からつきあいを拒絶される 

２．職場や学校や地域で不利な扱いを受ける 

３．病気に関する個人情報等、プライバシーが守られない 

４．病気に関する誤った情報が流される 

５．インターネット上で差別的な書き込みがされる 

６．悪いうわさを流されたり、差別的な言動を受ける 

７．医療従事者等が不当な扱いを受ける 

８．病院などに受け入れを拒否される 

９．感染予防対策（マスク、ワクチン接種等）を強要される 

10．その他（具体的に：                         ） 

11．特にない 

 

 

 

 

新型コロナウイルス感染症等の感染症に関する人権についてお尋ねします 

 震災等の災害に起因する人権についてお尋ねします 

問 35 の選択肢に「ペットと共に避難所等に避難することが難しい状況にあること」を

追加してはというご意見がありました。ペットを飼っていらっしゃる方にとって、その存

在は家族の一員であり放置していくことはできないというお考えがあることは十分に理

解できるところです。一方で動物を苦手とする人やアレルギーなどの理由で動物と一緒に

いられない人や、鳴き声などで逆にストレスを感じる方への考慮も必要です。人権問題と

は関係ないとは言い難いですが、「避難所のあり方」と言った問題になってくることから、

今回は人権上の問題として、設問に加えることはいたしませんでした。 

なお、本市では、地域防災計画において、ペット同伴の避難所を位置付けるとともにペ

ットの飼い主に対する被災時の備え等についての啓発等を行っていくこととしています。 
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問 37．あなたの人権を尊重する意識（人権意識）は数年前（概ね３～４年前）に比べて高くなってい

ると思いますか。（あてはまるもの 1つに○） 

 

 

問 38．あなたは 、市民一人ひとりの人権が尊重されていると感じますか。（あてはまるもの 1つに○） 

 
 

１．とても感じる  

２．やや感じる 

３．どちらともいえない 

４．あまり感じない 

５．全く感じない 

 

 

問 39．あなたにとって、人権についての理解を深めるのに、次のうち何が役立ちましたか。（あてはま

るもの３つ以内に○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．そう思う  

２．どちらかといえば、そう思う 

３．どちらともいえない  

４．どちらかといえば、そう思わない 

５．そう思わない 

 

１．講演会や研修会 

２．学校の教育活動における人権教育 

３．職場で行われる研修会 

４．まちの商店街やスポーツ施設等で行われるイベント 

５．高齢者や障がいのある人、外国人などとの交流 

６．市や国、県の広報誌やリーフレット 

７．本や雑誌 

８．新聞記事やテレビ、ラジオ 

９．インターネット 

10．家族や友達との話し合い 

11．ボランティア活動への参加 

12．その他（具体的に：                         ） 

13．特にない         

人権に対する意識と啓発についてお尋ねします 
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問 40．人権啓発のイベントなどに多くの人々が参加するには、どのような工夫が効果的だと思います

か。（あてはまるもの３つ以内に○） 

 
 

１．有名で評判のいい人が出演すること 

２．人権問題に直接関係する本人が出演すること 

３．内容を親しみやすくすること 

４．土曜、日曜、祝日に開催すること 

５．平日の夜間に開催すること 

６．親子で参加できること 

７．一時保育や手話通訳などを行うこと 

８．ＰＲ(周知・広報)方法を工夫すること 

９．その他（具体的に：                         ） 

10．特にない 

 

 

 

問 41．市民一人ひとりが人権を尊重しあうために、心がけたり行動すべきこととして、あなたはどの

ようなことが必要だと思いますか。（あてはまるもの３つ以内に○） 

 

 

 

問 42．市民一人ひとりの人権を守るために、今後どのような取組が必要だと思いますか。（あてはまる

もの３つ以内に○） 

 

 

 

 

１．人権について正しい知識や感覚を身につけること 

２．古くから伝わる風習や誤った固定観念にとらわれないこと 

３．自ら正しいと思う行動をとることができるようになること 

４. 他人の立場や権利を理解し、互いに思いやる心を大切にすること 

５. 家族同士が互いの立場や権利を理解し、互いに思いやる心を大切にすること 

６. 自分が生活している地域の人々を大切にすること 

７. 職場で人権を大切に思う意識を高めあうこと 

８. さまざまな人々との交流体験をすること 

９. その他（具体的に：                         ） 

10．特にない 

 

１． 市民・企業・行政が一体となって人権意識の高揚が図られるような条例等を定める 

２． 人権侵害に対する救済・支援を充実する 

３． 行政による人権教育・啓発を充実する 

４． 学校における人権教育・啓発を充実する 

５.  地域における人権教育・啓発を充実する 

６. 企業における人権教育・啓発を充実する 

７． 教職員、保健・医療・福祉関係従事者、公務員等の人権意識を向上させる 

８. その他（具体的に：                         ） 

９． 特にない 

問 40 の選択肢６は、当初は設

けていませんでしたが、親子で

学ぶ機会が増えることは参加者

の増加につながるのではないか

との委員からのご意見を受け、

追加しました。 

 


